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報告事項

Ⅰ．国際協力の推進：

Ⅰ-1 世界湖沼会議に向けたﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催

Ⅰ-2 国際コロキアム 開催

Ⅰ-3 第19回世界湖沼会議 開催

Ⅰ-4 WLC19での科学委員の活躍

Ⅰ-5 WLC19でのユースの活躍

Ⅰ-6 湖沼流域管理に係る専門家会合
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Ⅱ．科学委員会活動の推進：科学委員会総会

Ⅲ．人材育成および普及啓発：

Ⅱ-1 『持続可能な湖沼管理』オンラインコースへの貢献

Ⅲ-2 JICA-ILEC課題別研修

Ⅲ-3 環境省ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ湖沼水質改善技術協力事業

Ⅲ-4 琵琶湖モデル発信事業

Ⅲ-5 ILBM普及・モデル事業

Ⅳ．地域社会貢献活動
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Ⅰ．国際協力の推進：
Ⅰ-1 世界湖沼会議（第19回）に向けたワークショップ開催

テーマ：『SLMの達成に向けて：琵琶湖・淀川はどう貢献できるか』

日時：2023年9月29日

会場：クサツエストピアホテル

開催方法：対面とオンラインの

ハイブリッド形式

主催：公益財団法人国際湖沼環境委員会

参加者：琵琶湖を擁する地域の大学・

研究機関の専門家15名
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テーマ：『SLMの推進に向けて：課題、現状、教訓』

日時：2023年11月6日

会場：バラトンフュレッド会議センター（ハンガリー）

開催方法：

対面とオンラインのハイブリッド形式

主催：UNEP & ILEC

参加者：16ヵ国、134人

Ⅰ-2 国際コロキアム開催

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1. Greetings 

2. Background and Purpose

3. 湖沼主要国からのメッセージ

4. 各大陸域からの声 

5. 国連環境計画（UNEP）の取組紹介

6. 招待プレゼンテーション

7. パネルディスカッション

8. Closing



Ⅰ-3 第19回世界湖沼会議（WLC19）開催
（ハンガリー、バラトンフュレド）
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テーマ：湖沼を越えて：持続可能な利用に向けて科学・文化・ガバナンスを繋ぐ

会期：2023年11月7日～9日

会場：バラトンフュレッド会議センター

主催：バラトン湖開発局、

公益財団法人国際湖沼環境委員会

参加者：30ヵ国、354人

バラトン宣言の主要メッセージ

◆ 「世界湖沼の日」の制定実現に向けた取組

◆ 科学と政策の連携を強化するためのツールの作成

◆ 若者の情熱、エネルギー、ビジョンの動員

◆ 氷河湖決壊洪水（GLOF）の課題認識



Ⅰ-4 WLC19での科学委員の活躍
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〔基調講演〕

➢ 『”One Health” （人、動物、環境の健康は一つという考えや運動）のための水系生
態系の重要性』 サンドラ・アゼベド科学委員

➢ 『統合的流域管理のための水文学と水質のシミュレーション』 清水芳久科学委員

➢ 『ケニアにおける人為的・気候的要因に対する静水・動体水系とその持続可能な管理』
ダニエル・オラゴ科学委員

〔分科会での発表〕

➢ 『フィリピン湖沼の持続可能な管理のための自治体の役割』 アデリナ・サントス-ボルハ
副科学委員長

➢ 『南米における湖沼の保全と回復への展望』 アレハンドロ・フアレス・アギラル科学委員



Ⅰ-5 WLC19でのユースの活躍
（次世代リーダー育成事業）
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（国際シンポジウム2022 エコツーリズムコンテスト優秀賞受賞者（6人）による）

➢「分科会での発表」

大津市守山地区で実施している「たどる」を「たのしむ」エコツーリズムの事例を発表。

エコツーリズムを通じて地域経済を活性化すると共に、湖の生態系と地域の結びつきを

強め、環境保全に貢献する仕組作りについて発信。

➢「ユースセッション」（世界各国から80人以上の若者が参加）

ユースの持続可能な活動の在り方や湖沼環境保全に携わるユースの輪を広げるために

必要なことについて議論。

第20回世界湖沼会議（WLC20）に向けてネットワークの拡大をすること、

特定の日に湖沼の美化活動を行い、互いに報告しあうことなどが話し合われた。

（セッションの企画から運営まで、琵琶湖の保全活動等に携わる大学生が実施）

※ この活動は、日本万国博覧会記念基金を活用し実施。

※ そして、これらユースの取組はWLC20へ繋げていく。
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Ⅰ-6 湖沼流域管理に係る専門家会合
～WLC19報告会～

テーマ：『第19回世界湖沼会議の結果と

我が国からの更なる貢献に向けて』

日時：2024年1月23日

会場：ILEC会議室

開催方法：対面とオンラインの

ハイブリッド形式

主催：公益財団法人国際湖沼環境委員会

参加者：WLC19参加等専門家8名

湖沼政策研究分野における我が国からの貢献事例発表

1. 『第 19 回世界湖沼会議に参加して』稲村由佳子
2. 『湖の環境と災害リスクへの備え行動：農村域における世代間をつなぐ要因の分析』木村直子
3. 『環境条約における Eco-DRR の法的側面と国内実施ー持続可能な湖沼管理に向けて-』鈴木詩衣菜
4. 『エコツーリズムコンテストからはじまったユースの活躍～ 2022 国際シンポからWLC19 そして未来へ』山本芳華
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Ⅱ科学委員会活動の推進
科学委員会総会

日時：2023年11月10日

会場：バラトンフュレッド会議センター

主な協議内容：

➢第15期科学委員長、科学委員会体制の検討

➢「フェロー」「アソシエイト」の

ガイドライン内容検討

➢湖沼管理者向けガイドラインブック改訂

に向けた取組の方向性

➢第10回世界水フォーラム湖沼セッションへの

参加・協力

出席者：

科学委員9名、中村副理事長、高橋理事、

山本理事、事務局長、IGES稲村氏（オブザーバー）
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Ⅲ．人材育成および普及啓発：
Ⅲ-1 『持続可能な湖沼管理』オンラインコースへの貢献

UNEPと締結している協力協定に基づき、Cap-Net UNDPが

実施する湖沼管理実務者向け『持続可能な湖沼管理』オンライン
コースにおいてILECのILBM等に関する知識や教材などを提供。
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Ⅲ-2 JICA-ILEC 課題別研修

「水資源の持続可能な利用と保全のための統合的湖沼・河川・
沿岸流域管理」コース 〔JICA受託事業〕

Stage１(2023年11月20日～12月8日) リモート研修

Stage２(2024年1月10日～2月14日) 来日研修

• アルバニア、中央アフリカ共和国、チャド、キューバ、

エルサルバドル、インド、ニカラグア、ナイジェリア、

南スーダン、メキシコ、バングラデシュ

の11カ国から11名が参加

• JICAニカラグア事務所から1名オブザーバー参加



JICA-ILEC 課題別研修の内容

・Basin Report発表
・講義（湖沼学基礎・漁
業・農業・観光等）

・講義（水質改善・モニタリング・住民参加・環境教育・廃棄物管
理・サニテーション・アセスメント・下水道等）
・視察（琵琶湖淀川流域・企業・浄水場・下水処理施設・うみのこ・
滋賀県庁等）

リモート研修
・統合的静水・動水流域管理（ILLBM)の基本概念
・ILEC科学委員によるILBMの適用事例の紹介（フィリピン・インド）
・過去の研修員の経験共有

Section 1: 
資源の理解

Section 2: 
ガバナンス課題の洗い出し

訪日研修に向けての準備

訪日研修

研修員が湖沼・河川・沿岸の統合的流域管理の基礎について十分に理解を深め、必要な
ガバナンスの枠組みを開発するにあたっての触媒的役割を果たせるようになること。

・アクションプラン作成と発表

Section 3: 
統合

研修目的
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「インドネシアにおける湖沼水質改善のための技術協力事業」
〔環境省受託事業：2021－2024年（3年目）〕

インドネシア中央政府および地方州政府行政官を対象にラワペニン

湖流域の現地調査結果（2022年度に実施）を踏まえたオンライン

ワークショップを実施。

Ⅲ-3 環境省インドネシア湖沼水質改善技術協力事業
（2024年1月16－17日）
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「ベトナム地方行政機関職員受入研修」〔滋賀県受託事業〕

ハロン湾・カットバ島沿岸水域の水環境改善に向けた課題および活動を

主体的に取り組める研修を実施。

ハイフォン市、クアンニン省より行政機関職員 6名が参加

Ⅲ-4 琵琶湖モデル発信事業（2023年7月24,25日）

Ⅲ-5 ILBM普及・モデル事業（2023年8月・11月・2024年2月）

「マレーシアにおける住民の生態系サービス共有価値評価（PESSVA）の導入」

〔地球環境基金助成事業：2022－2024年（２年目）〕

➢ マレーシア排水灌漑局関係者3名を招聘し、ILBMと琵琶湖での湖沼管理に関する研修を実施。

（2023年8月20－25日）

➢ WLC19においてPESSVA導入プロジェクトを発表。

（2023年11月8日）

➢ マレーシア対象湖沼関係者へのPESSVA調査結果の

報告を実施。

（2024年2月18－24日）
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Ⅳ．地域社会貢献活動
（JICA関西の地域理解プログラムおよび

JICA研修員の日本理解の深化促進となる地域開発体験プログラム

「琵琶湖をめぐる開発と保全の教訓」に協力

日時：2024年2月2日

会場：滋賀県立琵琶湖博物館

対応：中村副理事長

地域社会貢献プロジェクト）

第４回びわ湖まるっと親子セミナー

～目田川からびわ湖を考えよう・河川クリーンチャレンジ！～

日時：2023年8月5日

開催場所：守山市民ホールおよび目田川河川公園

主催：近畿労働金庫、ILEC

共催：びわこ豊穣の郷 協力：株式会社日吉
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まとめ：Steps Moving Forward

３．国際協力の推進
SLMの推進に向けたWLCの戦略的な企画・実施、UNEPとの連携強化、国内専門家と
の連携強化を進める。

１． 科学的知見の集約：ILBM活動の推進

UNEA5決議「持続可能な湖沼管理」（SLM）の実施に向け、UNEPや国内専門家と
連携し統合的湖沼流域管理（ILBM）活動の普及・推進を目指す。

２．科学委員会活動の推進

アジアをはじめとする活動推進主体でのILBMの更なる推進およびSLM推進に向けた活動
展開に向け、科学委員会活動の推進とその体制強化を進める。

４．人材育成事業の推進

科学委員およびJICA、JICA研修履修生との連携を進め、より効果的な研修事業の推進
を行う。また、UNEP等との連携によりSLM実現に向けた人材育成を進めていく。

５．地域コミュニティとの連携・協力の強化 
滋賀県および地域関係ステークホルダーとの一層の連携を図り、地域に根差した環境教育、
国際活動の推進に引き続き協力していく。

「ILEC中期展望2022」に沿って、下記の活動を推進していく。


	スライド 1:      2023年度活動報告 
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

